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条例等審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和４年９月１４日（水） 

午前 ９時５８分  開 会 

午前１０時４３分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  瀬 崎 雅 弘   副委員長  西 村 盛 男 

委  員  久保田 隆 二   委  員  小比類巻 孝 幸 

委  員  田 嶋 孝 安   委  員  奧 本 菜保巳 

委  員  春 日 洋 子   委  員  森   三 郎 

副 議 長  加 澤   明 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．説 明 員   副市長 ほか 

 

６．事務局職員   次  長  中野渡 孝 英   主  事  星   佳奈美 

 

７．案  件   議案第４９号から議案第５１号までの計３件 

 

８．会議概要 

瀬崎委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

ただいまより、条例等審査特別委員会を開会いたします。 

本委員会には、去る９月９日の本会議において、議案第４９号から議案第５１号までの

計３件が付託されています。 

議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：御異議なしと認めます。 

それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

なお、質疑は一問一答方式でお願いいたします。 

議案第４９号、三沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題といたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：おはようございます。 
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議案第４９号、三沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明いたします。 

この議案は、地方公務員の育児休業等に関する法律等の改正に伴い、職員の育児休業の

取得回数制限の緩和等、所要の改正を行うため提案するものであります。 

議案書の１０ページを御覧いただきたいと思います。第２条の改正は、非常勤職員が子

の出生後、８週間以内に育児休業を取得する場合の要件を緩和するものであります。 

次に、１０ページから１２ページまでで、第２条の３及び第２条の４の改正は、子が１

歳に到達した以降における非常勤職員の育児休業について、取得の柔軟化を図るものであ

ります。 

次に、１２ページの第３条の改正は、育児休業の取得回数制限の緩和等をするものであ

ります。附則第１項につきましては、施行日を令和４年１０月１日とするものでありま

す。附則第２項につきましては、この条例の経過措置について規定するものであります。

以上、よろしくお願いいたします。 

瀬崎委員長：それでは、質疑を行います。 

 久保田委員。 

久保田委員：御説明いただきましてありがとうございました。 

 私のほうから質問する内容なのですけれども、文章中に出てくる非常勤職員という定義

なのですけれども、まずはこの非常勤職員という定義について、どういう定義に当たるの

かというところを詳細を教えていただければと思います。 

瀬崎委員長：総務課課長補佐。 

岩織総務課副参事兼課長補佐：御説明いたします。 

 非常勤職員についての定義でございますけれども、非常勤職員には会計年度任用職員の

フルタイム、パートタイムございますけれども、会計年度任用職員と短時間勤務の職、任

期付きの短時間職員と再任用の短時間職員というのがございますけれども、今回、会計年

度任用職員がこの制度に該当するものと思っております。 

瀬崎委員長：久保田委員。 

久保田委員：御説明いただきまして、ありがとうございました。 

 実際に、この今言われた非常勤職員さんというのは、庁内にどれくらいの人数の方がい

らっしゃるか、もし把握されていれば教えていただきたいです。 

瀬崎委員長：総務課課長補佐。 

岩織総務課副参事兼課長補佐：お答えいたします。 

 会計年度任用職員の人数でよろしいでしょうか。正確な数字は押さえておりませんけれ

ども、おおよそ２５０名くらいおります。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：久保田委員。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 実際に、この２５０名の中で、さらにこの条例に該当するのは大体何人ぐらいに、該当

というか、この条例の育児休業等に関する部分に該当する人は大体どれくらいの割合でい

らっしゃるものですか。 
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瀬崎委員長：総務課課長補佐。 

岩織総務課副参事兼課長補佐：該当するのは全員となりますけれども、今年度、現在育児

休業を取得している方はございませんけれども、産前産後休暇を取得している方は１名お

ります。 

 以上です。 

瀬崎委員長：よろしいですか。 

 ほか、ございませんか。 

 奥本委員。 

奥本委員：おはようございます。お疲れさまでございます。 

 それでは、先ほどの今回の条例に関しては会計年度任用職員ということだったのです

ね。今、残念ながら先ほど２５０名くらいというような形で人数をきちんと把握できてい

ないのかなという、ちょっと今、疑問がありました。 

 担当課であれば、やはりその会計年度任用職員の方々の人数とか、どういう状況にある

のかとかというのは把握しておかなければならないことではないかなと思うのですが、い

かがでしょうか。 

瀬崎委員長：総務課課長補佐。 

岩織総務課副参事兼課長補佐：そのとおりだと思っております。申し訳ございません。 

瀬崎委員長：奥本委員。 

奥本委員：そこで、今、せっかくこういう子育てする方々を応援する人口減少対策を国を

挙げてやっているわけですけれども、そういった中で、この環境とか、そういうふうな子

育てできる、働きながら女性の方が育児できるという、そういうふうなことが今、本当に

望まれていると思うのですけれども、会計年度任用職員というのはたしか期限が１年でし

たね。 

 そうなると、これまでも見てきていると長い人は長いのですけれども、なぜか１年で次

に試験を受けても合格できなかったと、１年で終わったというようなこともあるんです

ね。 

 そういった中で、例えば妊娠されて、そこで働いていたときに次の年にどういう対応を

されるのか。本人が働きたいということで、また受けると思うのですけれども、これを子

育てしている方々よりも違う方を選択するというようなことがあってはならないと思うの

ですけれども、その辺についてはいかがでしょうか。 

瀬崎委員長：総務課課長補佐。 

岩織総務課副参事兼課長補佐：会計年度任用職員の採用についてお答えいたします。 

 会計年度任用職員の採用につきましては、委員おっしゃるとおり毎年度、採用希望者を

募集しまして、面接試験等の選考により採用者を決定しております。 

 産前産後休暇を取得している方、もしくは現在はいらっしゃいませんけれども、育児休

業している方につきましても、受験の申込みをすればほかの方と同様に選考により採用、

不採用を決定するということとしております。 

 また、こういう方々を不採用、こういう出産とか育児休業等を利用して不利益な取扱い

をしてはいけないということが法律で定められておりますので、三沢市でも同様の方法で



- 4 - 

決定しております。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：奥本委員。 

奥本委員：そのように、ぜひそれが不利益にならないように、働く意欲がある方であれ

ば、また、会計年度任用職員の方々というのは本当に雇用環境が不安定といいますか、１

年ごとですから、そういったことも含めてしっかりと対応していただきたいというふうに

思います。 

 以上です。 

瀬崎委員長：ほか、ございませんか。 

 春日委員。 

春日委員：先ほど、総務部長よりこの育児休業等に関する条例の一部を改正する、この条

例について、大綱的な御説明をいただきました。 

 大枠は、イメージとしてはつかむことができましたけれども、この機会ですので、この

項目ごと、細かくはよろしいですけれども、ある程度、この条例、この項目はここがポイ

ントであるということを改めてお聞きできればありがたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

瀬崎委員長：総務課課長補佐。 

岩織総務課副参事兼課長補佐：今回の条例の改正内容について御説明いたします。 

 まず、第２条の改正でございますけれども、非常勤職員が子の出生後８週間以内の育児

休業を取得する場合の要件の緩和ということでございますが、現在は、１歳６か月に達す

るまでに採用、または更新の見込みがある場合、取得可能となっておりましたが、これが

今後は５７日間、８週間の末日から６か月を経過するまでに引き続き採用、または見込み

がある場合というふうに緩和されております。 

 次ですけれども、１０ページから１２ページまでの子が１歳に到達した以降における非

常勤職員の育児休業について、取得の柔軟化を図るものということでございますが、これ

は現在は非常勤職員が１歳の到達日以降に育児休業を取得する場合、育児休業の開始日が

１歳または１歳６か月の翌日というふうに決まっておりました。限定されておりました

が、この限定がなくなりまして、開始日を柔軟に設定できるようになったというものでご

ざいます。 

 次、三つ目でございますが、第３条の改正、育児休業の取得回数制限の緩和についてで

ございますけれども、現在は育児休業、原則１回までとして５７日前に取得する場合も１

回までというふうになっておりましたが、これが２回まで、５７日前に２回、その以降も

２回というふうに分割して取得することが可能となっておりますので、これによりまして

夫婦交代での取得なども可能となっております。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：春日委員。 

春日委員：非常に分かりやすい御説明をいただきまして、ありがとうございます。 

 そうしますと、この会計年度任用職員はお一人目、第一子、第二子それぞれ授かったと

きには、その都度、何人か誕生される、そういうふうに全て第一子、第二子、お子さんが
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増えてもその時々取得できる、そういう把握でよろしいでしょうか。 

瀬崎委員長：総務課課長補佐。 

岩織総務課副参事兼課長補佐：そのとおりでございます。 

 そして、私、先ほどちょっと申し上げなかったのですけれども、この育児休業取得の回

数の緩和につきましては、正職員も対象となっております。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：春日委員。 

春日委員：大変すっきりと理解させていただきました。ありがとうございます。 

 多くの方、働き方改革様々ですね、いろいろな雇用形態はそれぞれ異なりますけれど

も、また会計年度任用職員の皆様が本当に働きやすい子育てをしながら働きやすい、そう

いう環境づくりがまたさらに拡充されること、非常に喜ばしく思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：ないようですので、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４９号三沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制

定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第５０号市道の路線の廃止について及び議案第５１号市道の路線の認定につ

いての２議案は、関連がありますので、一括して審議したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：御異議がないようですので、議案第５０号及び議案第５１号の２議案を一括

して議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第５０号市道の路線の廃止について及び議案第５１号市道の路線の認

定についての２議案は、一部関連する部分がございますので、一括で御説明いたします。 

 配付資料に基づき、御説明いたしますので、議案第５０号資料及び議案第５１号資料を

御用意いただきたいと思います。 

 初めに、議案第５０号資料の１ページ及び議案第５１号資料の１ページを御覧いただき
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たいと思います。 

 市道天ケ森１号線は県が実施した高瀬川第２橋架替事業に伴い、既存の市道の終点位置

に変更が生じたことから、道路法の規定に基づき、一旦廃止し、改めて認定するものでご

ざいます。 

 次に、議案第５０号資料の２ページを御覧いただきたいと思います。 

 市道大津３０号線は、代替路線が整備されたことにより、当該路線が不要になったこと

から道路法の規定に基づき廃止するものであります。 

 次に、議案第５０号資料の３ページ及び議案第５１号資料の２ページを御覧いただきた

いと思います。 

 市道松原５号線及び市道松原７号線は、松原町地区道路整備事業の実施に伴い、両路線

の終点の位置を変更する必要が生じたことから、道路法の規定に基づき、当該路線を一旦

廃止し、改めて認定するものであります。 

 次に、議案第５１号資料の３ページを御覧いただきたいと思います。 

 市道庭構３号線、市道庭構４号線、市道天ケ森４号線及び市道天ケ森５号線の４路線

は、県が実施した高瀬川第２橋架替事業に伴い、一般国道３３８号の一部が当市へ移管さ

れる予定であることから、道路法の規定に基づき路線の認定を行うものであります。 

 次に、議案第５１号資料の４ページを御覧いただきたいと思います。 

 市道新町３号線は、県が実施した古間木橋架替事業に伴い、主要地方道三沢－十和田線

の一部が当市へ移管される予定であることから、道路法の規定に基づき、路線の認定を行

うものであります。 

 次に、議案第５１号資料の５ページを御覧いただきたいと思います。 

 市道南町１３号線は、市営住宅駅東団地建替事業の実施に伴い、既存の市内管理用通路

を一般交通の用に供するため、道路法の規定に基づき路線の認定を行うものでございま

す。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

瀬崎委員長：それでは、質疑を行います。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：おはようございます。 

 資料、ただいま５０号と５１号を一括で御説明いただきましたが、まず廃止路線につい

てちょっと聞きたかったのですけれども、３０３の天ケ森はちょっとそれほど影響がない

のかなと思うのですが、大津、松原地区、ここですね。こういう市道の廃止で路線を替え

ていくといったときに、この廃止路線、廃止された路線ですよ。これからどのように管理

ですとか、運用、もしくはそこの道をなくして活用というふうな計画があるのか教えてく

ださい。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

 まず、大津３０号線の廃止と認定について、それから松原５号線、松原７号線について

説明させていただきます。 

 市道大津３０号線は、平成１７年度に市道の認定を行った路線でございます。その後
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に、代替路線であります市道鹿中８号線が整備されまして、周辺の宅地化によりまして行

き止まり道路となるなど、市道としての整備の必要性が時代の変化とともに薄れてきた路

線でございます。 

 沿線には、住宅ですとか、畑がございますけれども、現在となりましては市道鹿中８号

線や市道鹿中９号線から出入りが可能な状態となっております。 

 今回の廃止によりまして、周辺の宅地と合わせた住宅を建てたりというような土地の利

用も可能になってくるのではないかなと考えております。 

 実際にそういう御相談もあったということで、そういったものを加味した路線の廃止と

いうことでございます。 

 この廃止の後は、市では行政財産というような維持管理の方法にするつもりでございま

す。 

 次に、市道松原５号線と松原７号線の廃止認定の概要につきましてですけれども、この

路線は平成３１年３月１９日に両路線とも市道の認定をしてございます。当時、このどち

らの路線も路線の南側の部分に相続が発生しておりまして、市が取得するのにかなり難し

い状態というのがございました。 

 今、この相続が解消になりまして、市が道路整備をするに当たりまして取得が可能な状

態になってきたということで、これからこの松原地区の道路整備に併せて廃止認定を行い

まして、終点の位置を南側へ移動させるというような意味合いで廃止認定をさせていただ

くものでございます。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：詳細な御説明ありがとうございました。 

 松原地区は延長の条件が変わったので、一旦廃止したけれども、ここの道の整備は進め

るというお話です。 

 様々な条件があると思いますので、ぜひ地域の方に活用できるような、地域の方の利便

性が上がるような道路整備をお願いしたいと思います。 

 なぜ、これを質問したかと言いますと、例えば駅に行く道路の橋の架け替え、大変立派

になってよかったのですけれども、地域の住民の方からはちょっと高架線があまりにも立

派で高くなって、バスに乗るとか、地域の人たちが移動するのに階段上らなければいけな

いとか大変になっているというお話を聞いて、そこをちょっと視察というか、見て回った

のですけれども、旧道ですとか、そういう昔の道路の数メートルのところがそのまま、

はっきり言って見るとうち捨てられているような土地のような形になって、地元の方々は

このぐらいだと何も使えないと、でも舗装していて昔の道路だから、市の土地だからどう

もできないと、そういう形で本当にいびつな、そういうすごくきれいな道路が通っている

のですけれども、いびつな土地が残っているという状況を見まして、そういう市道廃止と

か、新しい道をつくる計画の中でそういう土地の活用、地域に還元するとか、今、大津の

ほうではそういうことができるというお話でしたけれども、そういうことをセットで考え

ていただければと思っておりましたので。ありがとうございます。 

瀬崎委員長：ほか、ございませんか。 
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 田嶋委員。 

田嶋委員：おはようございます。 

 ５０号資料の３ページと５１号資料の２ページでお話をちょっとさせていただきたいの

ですが、今、この８５６と８５８の現況に関して確認で、どのような状態になっているか

教えていただけますか。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

 今の松原地区の道路整備事業、これに関しまして現地の状況ということなのですけれど

も、松原２丁目地区といいますのは、非常に農地が多いところでございます。そこに、近

年宅地化が急速に進んできまして、まずその宅地化になかなか道路の整備や排水の整備と

いうもの、雨水排水の整備というものが追いつかないままに住宅がどんどん建ってきてい

る地区であると認識しております。 

 実際、現状、まず砂利道が主な道路でございまして、側溝が整備されていないという状

況があるものですから、雨がまず強く降った際には水たまりですとか、側溝が掘れたよう

な状態になって、なかなか車で通行するのも非常につらい状況が見受けられるというもの

でございます。 

 また、冬などの除雪に関しましても、非常に雪解けなどの時期には砂利が掘れたような

状態であったりということで、なかなか通行が難しいような状況も見受けられると、そう

いった地区でございます。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：ありがとうございます。 

 こちらの場所、今、本当おっしゃったとおりの状況で、雨が少し多めに降れば浸水とい

うような状況だとか、消防の方々もこちらのほうに大雨が降ったときには出場してという

ような状況も見受けられている場所でありますので、その中でこの市道が延長されながら

も、今後の部分に関して計画的にどのような考え方をお持ちになっているのかを聞かせて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

 今、先ほど申し上げましたとおり、こちらの地区、非常に今、道路が砂利道というこ

と、それから側溝整備がなかなか本当の一部にしか入っていないと、そういったことを見

越しまして、松原地区の道路整備事業ということで防衛省の調整交付金事業により進めて

いくという計画でございます。 

 今年度に関しましては、調査設計、それから用地補償ということで、事業を進めていく

ということになっております。 

 令和１０年度までの予定でこちらの路線を道路整備しまして、また整備を進めていくと

いう計画でございます。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：田嶋委員。 
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田嶋委員：分かりました。ありがとうございます。 

 関連しての状況で恐縮なのですけれども、今、三沢高校の野球場の北側は、今これから

また広く整備されていく状況かと思いますが、逆に南側の今この市道松原５号線と市道松

原７号線がぶつかった、この境界の道路、ここの点線の道路、こちらも砂利道で意外に通

行されている方がいらっしゃると。その東側に向かっていって、こちらの三沢－十和田線

に出ていくというような方々もいらっしゃるわけですが、こちらに関しても要望となるの

ですが、これは下田との境界が関係している道路かもしれませんが、こちらに関してもぜ

ひお話を進めながら、こちらもたしか砂利道になっておりますので、その辺を整備、検討

いただければというように思います。よろしくお願いします。 

 以上です。 

瀬崎委員長：ほか、ございませんか。 

 奥本委員。 

奥本委員：それでは質問させていただきます。 

 今回のそれぞれ、これまでの住民の方々からの要望とか、松原町のところはようやく道

路が補修してもらえるのかなと、かねてから様々要望がたくさん上がってきたところだと

思うのですけれども、それに関しては本当に今回、進めていただくということで感謝した

いと思います。 

 そこで、天ケ森とか、それぞれ県の事業というか、そういったことも加わってくると思

うのですけれども、そこでちょっと聞きたいのが、これは管理はどこになるのかというこ

とと、それから財源、この工事に合わせての先ほど特定防衛交付金を使ってということ

だったのですが、それぞれの事業は管理がどこになるのかということと、それから財源の

根拠、それをちょっと教えていただきたいと思います。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：それでは、御質問にお答えいたします。 

 今回、廃止認定を行います中で県が新しい道路として整備をいたしまして、今までの、

従来の道路が旧道になりまして、その旧道となった区間が市に移管される予定となってご

ざいます。 

 この部分に関しましては、例えば天ケ森１号線、こちらは国道３３８号線の高瀬川第２

橋の架け替えに伴いまして、新しい道路が橋の前後に整備されましたけれども、これに

伴って旧道が発生いたしましたけれども、これを市が移管を受けるということになってご

ざいます。 

 次に、８６０番と８６１番、８６２番、８６３番、こちらも高瀬川第２橋の工事に係る

もので、国道３３８号線の新しい区間が発生いたしまして旧道がまた出てくるということ

に関連したものでございます。 

 次に、８６４番の新町３号線なのですけれども、こちらに関しましては今、古間木橋が

新しく架かりましたけれども、それに伴いまして主要地方道三沢－十和田線の新町の区間

ですけれども、あそこが旧道になって市に移管されます。 

 このように市が、この中で言うとこのような区間が市で移管を受ける区間ということに

なってございます。 
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 実際に、財源ということでしたけれども、市では、その道路の移管を受けて、市の単独

の予算で維持管理をしていくということになります。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 市民の方々の様々な利便性、それぞれの利便性ということで道路というのは必要なこと

で、整備も必要だと思います。 

 また、その道路をつくることによって周辺の固定資産税が上がるというようなことも一

部聞いておりまして、それは本当に今、この工事にかかる費用の部分でも費用対効果があ

るのかもしれないですけれども、維持管理の問題からするとどんどん三沢市の維持管理の

職員が今でさえも道路の維持管理、手が回らないという状況になっていて、穴ぼこ空いて

いるとか、様々道路の周りの草がぼうぼう生えているとか、維持管理がなかなか手が回っ

ていないのではないかなというような感じを受けるのですけれども、いかがでしょうか、

その辺について。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：確かに道路の維持管理ということに関しましては、市民の方々から

こういうところに穴が空いていますよ、草が生えていてなかなか歩きづらいですとか、い

ろいろな御意見を日頃いただいているところです。 

 そういう部分に関しましては、苦情にいろいろ対応するですとか、新しい取組というこ

とでいえば、市政のＬＩＮＥというようなものの中に道路の補修に関して市民の方から、

こういうところが壊れていますよというようなものを情報提供をいただいて、そういった

部分についてケアしていくというようなものも今後、取り入れていくというつもりでござ

いますので、そういったものをうまく活用して計画的に進めていきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 一生懸命やってくださっているのは重々よく知っているのですけれども、ぜひ管理体制

もしっかりとそれに合わせて、道路もどんどん増えてきていますし、除雪もそうですけれ

ども、管理体制をもっとしっかりと強化してしていただきたいなという要望で終わりま

す。 

瀬崎委員長：ほかございませんか。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：５１号資料の３ページ。天ケ森線です。 

 ここなのですけれども、ちょっと先ほどの説明で理解が、今の奥本委員の説明で少し分

かりましたけれども、旧道のところ、８６１、８６２、旧道のところを市に移管というこ

とだったのですが、１点まず、古い橋の管理はどちらになるのか、教えてください。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：高瀬川第２橋の古い橋のほうというふうに理解しましたので、そち



- 11 - 

らのほうについてお答えいたします。 

 そちらの旧道につきましては、橋をこれまで県が管理しておりましたけれども、橋のこ

れまで車で通行していた上の部分、上の部分に関しましては令和４年度中に撤去をすると

伺っております。 

 そちらの橋というのは、上を通るという機能と下に水をせき止めまして放水路の流量を

調整する機能がついてございます。この下のほうの下部工の機能については残して、これ

までどおり使っていくというふうに伺っております。 

 以上でございます。 

瀬崎委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：古い橋は基本的に交通の利用目的としては撤去というようなお話で、それ

であってこの旧道を市のほうで今までどおり維持管理するという目的は、やはりここの沿

道にある住んでいる人たちの土地とか、そういうところの利用を守るということが主目的

になるということでそういう理解でよろしいでしょうか。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

 土地に立ち入るためには、委員おっしゃるとおり道路が必要になりますので、そういっ

たところをしっかり確保するということで、市が維持管理を続けていくということでござ

います。 

瀬崎委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：市でどのくらい把握しているかですけれども、御存じのとおり朝晩の交通

量が物すごく多いところで、新しい橋に架け替えても幅員とか、それほど変わっていない

ので、慢性的な渋滞が解消されていないというようなお話を聞いております。 

 積極的にそこに行って立ち会ったことはないのですけれども、やはりそういう関係者の

方々に聞いています。 

 例えば、この旧道が市のほうでも活用できるのであれば、例えば時間帯によって双方向

にするとか、いろいろあるのだろうなと思ったのですけれども、ちょっとそれができない

状況ということで、ここの交通の利便性、安全性の確保というのをもし何か市のほうでお

考えがあれば、最後に聞いて私の質問を終わりたいと思います。よろしくお願いします。 

瀬崎委員長：土木課課長補佐。 

河村土木課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

 県が管理している道路、国道のお話ということで、市で積極的に何かできることという

のはなかなか難しい部分もあるのかなとは思うのですけれども、こういった点につきまし

て三沢市として県に対する重点要望ということで、高瀬川の架橋を新設する道路というも

のを要望しております。 

 これに関しては、今の新しい橋を架け替えたものとはまた別に、今の橋からさらに西側

の部分、新しいルートを通って国道の複線化というものを図っていただけないでしょうか

というものでございます。 

 そういったものが実現すれば、今のような渋滞というのはかなり緩和する方向になるの

ではないかと考えております。 
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 以上でございます。 

瀬崎委員長：ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：ないようですので、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第５０号及び議案第５１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

瀬崎委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第５０号市道の路線の廃止について及び議案第５１号市道の路線の認定に

ついては、それぞれ原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は、全て終了いたしました。 

 これをもって、条例等審査特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午前１０時４３分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   瀬 崎 雅 弘   


